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【誤訳訂正書】
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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　化粧用媒体を放出するためのペンの形のペン型化粧用計量分配器（１０）であって、
　－　長手方向に延びる細長のハウジング（２０，４２，６０，６２）、
　－　ハウジングの端面における放出開口（６４）、
　－　ハウジングの内側に配置された液溜め（２６）、及び
　－　ハウジングの内側に配置されたポンプ装置であって、ポンプ装置はハウジングの側
面上に配置された作動ハンドル（４４ｃ）によって作動されることができ、ポンプ装置は
ポンプ室（４６）を有し、ポンプ室は入口側で液溜め（２６）に接続され、出口側で放出
開口（６４）に接続されている、
を含むものにおいて、
ポンプ室（４６）が、形状が可撓性の壁（４４）によって包囲され、壁の外部表面の少な
くとも一部の区域が作動ハンドル（４４ｃ）を形成すること、
　形状が可撓性の壁（４４）が、ポンプ室（４６）を周囲で包囲し、入口側（４４ａ）及
び出口側（４４ｂ）にのみ開口を有すること、
　ハウジングのうち、作動ハンドル（４４ｃ）の両側上の長手方向（１）の区域（２２，
６２，６４）が、硬質ハウジング区域であり、かつ同様の硬質接続体区域（４２）によっ
て相互接続されていること、
　接続体区域（４２）が、作動ハンドル（４４ｃ）とは反対のハウジングの側上で周囲方
向に配置された対抗面（４２ｅ）を与えること、
　接続体区域（４２）が、形状が可撓性の壁（４４）を周囲で包囲し、かつ開口（４２ｄ
）を有し、開口（４２ｄ）を通して作動ハンドル（４４ｃ）が操作されることができるこ
と、
　液溜め（２６）とポンプ室（４６）の間に入口弁（５０）が与えられ、及びポンプ室（
４６）と出口開口（６４）の間に出口弁（４８）が与えられており、出口弁（４８）が、
形状が可撓性の壁（４４）に一体化されて形成された二つの弁リップ（４８ａ）によって
構成されていること、
　化粧用計量分配器（１０）が、皮膚の希望の領域に正確に希望の量の液体を分配するこ
とを可能にするために、ペン型の取扱いのために意図されること、
　化粧用計量分配器（１０）の長さが少なくとも１２０ｍｍであり、化粧用計量分配器（
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１０）の最大直径が１８ｍｍであること、
　液溜め（２６）が、カバー媒体、リップグロス又はアイシャドウ液で充填されているこ
と、及び
　ポンプ室壁の外部表面上の作動ハンドル（４４ｃ）が、使用者の人差し指（３）で使用
されることを意図され、対抗面（４２ｅ）が、使用者の親指（２）によって支持されるこ
とを意図されること
を特徴とする化粧用計量分配器。
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